
Ｒ７年度学校評価表 島根県立宍道高等学校

隠岐協力校 定時制 通信制

全講座の
平均出席率
（定時）

82%
（前期）

83.4% A

単位認定率
（定時）

90%
（前期）

89.0% B

１単位以上修得
した生徒の割合

（通信）
75% 78.2% A

35% 28.1% C

20% 20.9% A

就職・進学など進
路先を決定して卒
業する生徒の割合
(１月末)

90% 96.0% 66.9% A B

定80% 96% A

通70％ 69% 80% B

定80% 92% A

通70％
67% 100% B

地域に関連する学
習に主体的に取り
組み、それを通し
て宍道町について
気づきや発見が
あった生徒の割合

80% 74% 32% B C

地域交流活動の
年間実施回数

３０回

40人 57 A

10人 41 A

学校では、悩みや
相談に誠意をもっ
て対応してくれて
いると感じている
生徒の割合

80% 89% 80% 100% A A

自尊感情をもつと
ともに他者を認め
合うことが大切だ
と考える生徒の割
合

90% 95% 95% 100% A A

※評価＝目標値に対する評価値の割合（Ａ:100以上、Ｂ:80以上100未満、Ｃ:80未満）

学校関係者評価

目標値
[a]

評　　　　価　　　　計　　　　画 評価指標結果と評価 自己評価

教育
目標

目指す生徒像

育成を
目指す

資質・能力

目標達成のための特色ある取組 評価指標例 コメント
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１）多様な学習ニーズに応える
知る喜びや学ぶ楽しさにつながる授業の実
践を目指し、さらなる授業改善に努める

【今年度の重点的な取組】
ａ）ＩＣＴの活用による個別最適な学びと協
働的な学びの実現

ｂ）観点別評価の工夫と充実

ｃ）生徒の主体的な学びを支援する図書館資
料の収集と提供

ｄ）学びの多様化を支援する体制のあり方検
討・実践

【教務部】
○授業公開旬間は近年継続してICTを活用したものとし、今年度も生徒端末を使用する場面を
設定した授業展開をお願いした。同じ科目での公開としたことで、教科内におけるICT利用場
面や方法の共有化が図られている。また、他教科にも公開したことにより、ICT活用方法の異
なる視点でのヒントが得られたのではないかと思う。
○定期的なICT研修や、会議資料の端末利用閲覧等でICTが身近なものになってきている。今
年度もMeetを利用しての講義やスライドを作成して発表させるなどの機会を持つことができ
た。
▲ICTを教材提示として利用するだけでなく、生徒が考える道具として利用する場面がまだ少
ない。あわせてICT利用の実践例共有にも課題が残る。また、通信制ではスクーリングの中で
活用する環境が整っておらず、上記方法での公開授業は定時制中心にならざるを得ない現状が
ある。
〇（定時）生徒の学習達成度を「知識・技能」「思考力・判断力・表現力」「主体的に学習に
取り組む態度」の3つの観点において「A・B・C」の３段階で評価しているが、年度途中の評
価段階で、CCB・CCA・CAA・ACA等、3つの観点の間に評価のアンバランスが生じている
原因と対策を各教科で検証することに加え、今年度は評価（方法や材料等）についても次年度
に向けて各教科で検討してもらった。それを集約し、教科主任会や定Mで情報提供することが
できた。
▲（定時）各教科で観点別評価を実施し、効果の検証や振り返りも行っているが、教員・生徒
ともに評価結果を十分授業改善に役立てることができていると実感できていない。

【図書館利用促進】（教育開発部）
○一冊以上借りた生徒の数、一人当たりの貸出冊数も昨年度より減少。特に定時制で。
▲図書館をほとんど利用したことがない生徒への利用促進と授業等での図書館活用の促進

２）自己理解、自己決定の場をつくる
「みずうみのかぜ」を活用した地域との連
携・協働を推進し、生徒の「やってみた
い」を支援できる体制を整える

【今年度の重点施策】
ｅ）生徒の能力や適性の把握による、興味・
関心に応じたキャリア教育の推進

ｆ）ホームページや碧雲通信等を活用した情
報提供

ｇ）地域社会の一員としての自覚を持った生
き方の育成
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３）多様な人と協働する場を支援する

碧雲祭や生徒会活動を通して、定時制・通
信制の枠を超えた生徒の連帯感を高める

【今年度の重点施策】
 h）ホームページ、さくら連絡網、碧雲通信
などを活用した、適時な学校活動の情報発
信、生徒・保護者への情報提供

ｉ）地域資源を活用した多様な価値観との出
会いの創出

ｊ）まなびのキセキ☆発表会の生徒参加の工
夫

 k）定時制と通信制の連携強化

【情報発信】（総務部）
○ホームページ他各種媒体により適時に情報発信ができた。ホームページの構成も少しずつ見
直している。
【地域交流活動】（総務）
○分掌、教科、生徒会、家庭クラブなど様々な組織の企画により生徒が校外の方と一緒に活動
する機会を持つことができた。

【ボランティア活動】（教育開発部）
○外部から依頼があるボランティア活動については、（一社）学びDesignを通して活動内容
を精査した上で生徒募集をかけたことにより、募集から実施（活動報告）までスムーズに行え
た。実績としても、ボランティア活動に定期的に参加する生徒が増え、目標値を定・通ともに
上回った。
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４）安全で安心できる環境をつくる
生徒一人ひとりが、「自分は大切にされて
いる」と実感できる機会をあらゆる場面で
創出する
【今年度の重点施策】
 l）ルール、マナーを守る規範意識の涵養と
多目的ホールの有効活用

 m）人権教育、道徳教育、安全教育を推進
し、人権尊重の精神を尊び、自主的・自立的
に行動できる生徒の育成

 n）情報発信を通し健康管理の意識付け

 o）家庭環境や個別の事案を考慮したきめ細
やかな支援体制

 p）環境美化・環境整備の整備・推進

 q）迅速、丁寧、適切な窓口・電話対応

 r）自尊感情を育て、生徒相互、生徒と教職
員の人間的なふれあいを密にしたきめ細やか
な指導

【保健相談・生徒支援体制】（保健相談）
特に家庭や家族に関する案件には繊細な配慮が必要であり、各支援事業・関係諸機関との連携
を今後も継続的・組織的に行う。

【規範意識の向上】（生徒）
○多くの生徒に挨拶する意識やルール・マナーを守る意識が身についている。
▲多目的ホールでゴミを放置する生徒がいる。
▲学校周辺の公園等の利用の仕方に問題がある生徒がいる。
▲校舎内では自ら挨拶する生徒が比較的多いが、駅など校舎外ではやや少ない。
 
【自尊他尊感情の醸成】（生徒）
○「自他を大切にすること」の大切さを理解している生徒がほとんどである。SNS等のやり取
りや日頃の言動で他者を傷つけるような行為が一部に見られたが、年次主任・担任等を中心に
連携して迅速な対応ができた。
○生徒会活動、部活動、多文化共生を目指す取組それぞれについて、生徒が活動できる場を増
やすことができ、積極的な行動が見られた。

【環境美化・環境整備推進】（事務部）
〇教育環境整備では、生徒数増による教室不足や多目的ホールの狭隘化への対応として、校舎
増築工事を行った。また、多目的教室棟及び体育館のトイレ洋式化工事を行い、環境改善を
図った。
〇窓口・電話対応は概ね良好との評価をいただいた。

外部ボランティア
活動に参加した
生徒の人数(年間)
（上段：定時）
（下段・通信）

【ICT】
・ICTを活用した授業を実施し、特に生徒端末の利用場
面を設定した教科内実践の共有化をさらに進める。

【観点別評価】
・PDCAサイクルを回すために、教科主任会や教科会
等で、評価方法の振り返りや見直しの機会を設け、観
点別評価を生徒に還元する方法を検討するよう促す。

【出席率】
・今まで行っている生徒支援体制を継続し、担任、学
年会、保健相談部と生徒個々の情報を共有して適切な
学習指導・支援を繰り返していく。

【図書館利活用推進】
・「本のリクエスト」「図書館アンケート」を継続し
て行い、生徒のニーズを把握し、蔵書やサービスに反
映させる。
・ 電子書籍の導入など、利用形態の多様化への対応を
検討する。
・「図書館オリエンテーション」を行い、図書館の利
用・活用方法等を示していく。
・授業、レポート、進路指導等で図書館を活用する仕
掛けを一層促進する。

A

・まなびのキセキでもICTを活用した姿があり
ました。生徒は、ICTを上手に使えると思うの
で、さらに活用してもらいたい。また、地域の
人にもっとPRしてもよいと思う。

・レポート作成や総合的な探究の時間で図書館
を活用し、図書室が身近な存在になるとよい。

・じっくりと取り組んでいけばよい。

・多様な学力実態にもかかわらず個に応じた指
導に工夫がなされている。

・生徒数が増え大変と考える。目標設定が高い
のか、生徒が多くなることへの不安があるのか
と思う。生徒、先生ともに自信をもって一つず
つ課題をクリアすることで、目標達成が可能と
思う。

・宍道高校のキャッチフレーズ「自分らしい生
き方をデザイン」することと評価基準がどう連
動するのか。学校のポリシーをふまえて評価基
準を再検討することが生徒のためになるのでは
と思う。

年間で図書を１冊
以上借りた生徒の
割合
（上段：定時）
（下段：通信）

評価値
〔ｂ１〕
<定時>

評価値
〔ｂ２〕
<通信>

評価
(A～C)

○成果と▲課題 改善策
評
価

【進路指導・支援】（進路部）
〇体験学習や模擬試験、適性診断等を実施し、生徒自身が自己の適性や能力を把握する機会を
設け、支援につなげた。また、ハローワークや就労支援機関と連携をとりながら生徒の就業支
援を行った。
〇情報提供は進路ガイダンス、企業説明会やハローワーク相談会、面談（生徒、保護者）時の
資料提供、また教員に対して通信制ミーティングや進路状況報告会（年4回）などを通して
行った。また、ホームページや碧雲通信等を活用して周知を図った。
〇進学について入試制度の多様化に伴い、生徒の希望や能力に適した選抜方法を提示すること
によって進路実現の可能性を高めた。また、今年度より新しく共通テストのWeb出願が始ま
り、共通テスト受験のための説明会の時期や注意点の確認方法を工夫し、特に大きな問題なく
受験できた。
〇地域の人たちに支援をいただき、地元企業見学、地元企業説明会、企業研究、コミュニケー
ション体験、卒業生講話などを行った。地域で活躍する人や地元企業などについて知り、触れ
合うことで地域に対して誇りを持ち、その一員として自らのあり方を考える機会を設けた。
▲体験学習、情報提供について、通信・定時制課程ともに評価平均としては昨年度と比較して
良い評価であった。今後も情報提供や体験学習への参加の呼びかけを特に通信制課程生に工夫
したい。
▲進学の入試制度について多様化やWebでの出願など、変化が激しい。生徒が戸惑わないよう
に教員もよく理解してサポートできるようにしていきたい。

【進路指導・支援】
・キャリア教育の推進について、各種の行事への通信
制生徒に参加を呼びかけるとともに定時制では年次会
と連携して生徒の状況に合わせて行事の精選も含めて
効果的な内容の検討を行う。
・就職、進学について企業説明会（県内各自治体主
催）や学校説明会等で得た情報を通信制ミーティン
グ、進路情報交換会、定時制年次会などを通して教員
に情報提供を行う。
・R７年度から共通テストのWeb出願が開始された
が、通信制・定時制生徒対象の共通テスト説明会ので
きる限り早期の実施とそれに向けて進路への意思決定
も早めるようにサポートする。

提供された進路情
報は役立つと感じ
ている生徒の割合
（上段：定時）
（下段：通信）

体験的な学習は進
路実現に役立つと
感じている生徒の
割合
（上段：定時）
（下段：通信）

A

・ボランティアに初めて参加する生徒が多く
なっていると思う。ボランティアの幅も広が
り、参加生徒も増え、自己肯定感を高めるきっ
かけになっていると思う。

・つながりを持たせる場や機会の提供が素晴ら
しいと感じた。

・地域社会の「ヒト・モノ・コト」との積極的
な関わりに尽力し、多くの成果を上げている。

・就職が厳しいと聞いたが、このような時だか
らこそ個性を磨き、風潮に流されない生徒に
なってほしい。

・地域とのつながりを丁寧に探してしっかり活
動されていると感じた。通信制の生徒の地域学
習への評価が低いことが気になる。

40項目
80回

Ａ

【情報発信】
適時に情報発信できるよう、引き続き各担当と連携を
とる。より分かりやすい情報発信となるよう、各媒体
の見直しを行う。
 
【ボランティア活動】
・今後もボランティア活動の募集は（一社）学び
Designを通して行っていく。また活動の様子や魅力に
ついても、ホームページや「碧雲通信」等でさらに発
信していく。

・人権教育に力を入れており、引き続き充実し
た研修を進めてもらいたい。

・スクールカウンセラー、教育相談員、スクー
ルソーシャルワーカーなど多くの相談できる体
制が整っており、生徒にとって心強いと思う。

・顔見知りの地域の方が増えることで、生徒の
規範意識も高まると思う。

・個々の生徒に対して個性に応じた学習、進路
指導がなされている。

・朝すれ違う生徒の挨拶が良くなった。

挨拶ができ、ルー
ルやマナーを守っ
ていると自覚して
いる生徒の割合

85% 88% 88% 100% A A A

【保健相談・生徒支援体制】
引き続き、教育相談員・スクールカウンセラー・ス
クールソーシャルワーカーの協力を得る。

【規範意識の向上】
・マナーアップ運動を教職員全体で継続していく。
・基本的な生活習慣が確立できていない生徒への指導
やサポートを工夫していく。
・問題行動等への対応については、全教職員が早期発
見、早期対応に努めるとともに、保護者等も含めて連
携していく。

【自他ともに大切にする雰囲気の醸成】
・良好な人間関係を築くことの喜びを体験させるため
に、生徒の活動機会をつくり、その活動を支援するこ
とを今後も継続していく。

【環境美化・環境整備推進】
生徒、教職員が安全・安心な学校生活を送れるよう、
引き続き環境整備に努めていく。


